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組織幹細胞は、個体の一生という長期間、新しい細胞を供給し続ける能力を有す
る。幹細胞の発生・分化・維持・老化など、その運命決定において、栄養環境の果
たす役割は大きいと考えられるが、その詳細は不明である。本研究では、造血幹細
胞の発生・分化におけるオートファジーの役割の解明を主な目標とする。特に、発生・
発達期に生じるオートファジーが、どのように成体型幹細胞の成立に影響するのか、
その生理的意義を明らかにする。フォークヘッド転写因子 FOXO, mTOR 複合体構成
分子を含め、オートファジーに関する様々な遺伝子改変マウスの造血幹細胞機能を
詳細に解析することにより、成体型幹細胞の成立（発生）におけるオートファジー
調節の役割、また、その破綻が引き起こす病態を分子レベルで明らかにする。本研
究によって、組織幹細胞の運命決定メカニズムにおける栄養環境の意義について理
解を進める。
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